
院
政
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
片
仮
名
文
の
接
続
詞

来
　
　
田

隆

目
　
　
次

一
、
本
稿
の
目
的

二
、
接
続
詞
総
覧

三
、
接
続
詞
の
意
味
・
用
法

1
順
態
の
接
続
詞

2
逆
態
の
接
続
詞

四
、
結
び
に
か
え
て

一
、
本
稿
の
日
的

接
続
詞
は
古
代
語
か
ら
近
代
語
へ
の
変
遷
に
お
い
て
、
近
代
語
に
お
け
る
論
理
的
表
現
を
支
え
る
も
の
と
し
て
、
著
し
く
発
達
し
た
品
詞

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
接
続
詞
の
変
遷
を
跡
付
け
る
こ
と
は
、
近
代
語
研
究
上
の
重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。

既
に
説
か
れ
て
い
る
よ
う
に
、
中
古
の
和
文
に
お
い
て
は
純
然
た
る
接
続
詞
は
未
発
達
で
あ
っ
た
が
、
中
世
に
入
っ
て
漢
文
訓
読
語
の
接

続
詞
が
説
話
文
学
や
和
漢
混
清
文
等
の
な
か
に
取
り
入
れ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
接
続
詞
が
多
彩
に
な
っ
た
の
で
あ
っ
て
、
中
世
は
接
続
詞

（1）

発
達
上
の
一
画
期
と
さ
れ
る
。
接
続
詞
の
発
達
に
は
漢
文
訓
読
語
の
接
続
詞
の
使
用
領
域
の
拡
大
が
大
き
く
寄
与
し
た
と
す
れ
ば
、
接
続
詞

院
政
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
片
仮
名
文
の
接
続
詞
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の
変
遷
を
考
察
す
る
た
め
に
は
中
世
の
片
仮
名
文
の
接
続
詞
が
ま
ず
第
一
に
取
り
上
げ
ら
れ
る
。

こ
れ
ま
で
も
中
世
の
接
続
詞
の
用
法
に
つ
い
て
論
じ
ら
れ
て
き
て
は
い
る
が
、
漢
文
訓
読
系
接
続
詞
と
和
文
系
接
続
詞
と
い
っ
た
語
種
と

（2）

使
用
頻
度
か
ら
の
統
計
的
考
察
が
中
心
で
あ
っ
て
、
中
世
片
仮
名
文
資
料
に
お
け
る
個
々
の
接
続
詞
の
意
味
・
用
法
の
記
述
と
な
れ
ば
未
だ

十
分
で
は
な
い
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
接
続
詞
の
変
遷
を
究
明
す
る
た
め
の
基
礎
作
業
と
し
て
、
院
政
鎌
倉
時
代
の
片
仮
名
文
資
料
を
取
り
上

げ
て
、
そ
こ
に
用
い
ら
れ
て
い
る
接
続
詞
の
う
ち
、
論
理
的
表
現
に
係
わ
る
「
条
件
の
接
続
詞
」
　
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
・
用
法
を
考
察
し

よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

接
続
詞
は
表
現
内
容
や
表
現
態
度
（
文
体
）
　
に
よ
っ
て
そ
の
選
択
使
用
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
ゆ
え
、
個
々
の
接
続
詞
の
語

性
を
知
る
た
め
に
は
異
な
る
性
格
の
文
章
で
の
用
法
を
相
互
比
較
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
こ
で
本
稿
で
は
院
政
鎌
倉
時
代
成
立
・
書

（3）

写
の
資
料
に
限
り
、
か
つ
文
体
的
差
異
を
考
慮
し
て
、
次
の
十
点
の
文
献
を
取
り
上
げ
て
そ
こ
に
用
い
ら
れ
る
接
続
詞
を
調
査
し
た
。

〔
説
話
・
随
筆
〕

①
『
打
開
集
』
山
口
光
円
氏
蔵
　
長
承
三
年
（
一
一
三
四
）
頃
書
写
。
一
巻
四
二
七
行
。

②
『
三
宝
絵
詞
』
東
寺
観
智
院
蔵
　
文
永
一
〇
年
二
二
七
三
）
書
写
本
。
三
帖
、
上
巻
四
十
七
丁
・
中
巻
五
十
七
丁
・
下
巻
七
十
七
丁
。
原

本
は
永
観
二
年
（
九
八
四
）
成
立
。
上
巻
は
宣
命
体
の
片
仮
名
文
、
中
・
下
巻
は
片
仮
名
文
で
あ
る
。

③
『
宝
物
集
』
書
寮
部
蔵
　
鎌
倉
初
期
写
。
一
巻
九
〇
四
行
。
全
文
が
対
話
形
式
の
説
話
集
で
あ
る
。

④
『
方
丈
記
』
大
福
光
寺
本
　
鎌
倉
初
期
写
。
一
巻
三
三
三
行
。

〔法談〕

⑤
『
法
華
百
座
間
書
抄
』
法
隆
寺
蔵
　
院
政
末
期
書
写
。
天
仁
三
年
（
二
一
〇
）
　
の
法
華
経
を
開
講
演
説
し
た
法
談
筆
記
の
抄
出
。
一
巻
、

表
五
〇
九
行
。
裏
四
二
一
行
計
九
三
〇
行
。

⑥
『
三
教
指
帰
注
』
中
山
法
華
経
寺
蔵
　
院
政
末
期
写
。
一
冊
、
五
十
五
丁
。
空
海
作
の
三
教
指
帰
の
語
句
を
抄
出
し
て
注
釈
し
た
も
の
。



説
話
を
も
含
む
。

⑦
『
却
療
忘
記
』
　
高
山
寺
蔵
　
明
恵
上
人
の
日
常
の
教
訓
や
談
話
の
聞
書
で
、
弟
子
の
長
円
が
文
暦
二
年
（
一
二
三
五
）
に
書
き
留
め
た
も

の
。
二
帖
、
上
巻
二
二
丁
・
下
巻
五
丁
。

⑧
『
光
言
句
義
釈
聴
集
記
』
高
山
寺
蔵
　
正
安
元
年
（
一
一
九
九
）
校
本
。
二
巻
、
上
巻
五
五
九
行
・
下
巻
≡
○
行
計
八
六
九
行
。
明
恵
上

人
が
光
明
真
言
の
句
義
の
解
釈
に
つ
い
て
行
っ
た
講
義
を
門
弟
が
受
講
し
た
所
を
高
信
が
編
集
し
た
も
の
。

〔
注
釈
〕

⑨
『
新
楽
府
注
』
真
福
寺
蔵
　
正
嘉
元
年
（
一
二
五
七
）
写
本
。
一
冊
三
十
七
丁
。
新
楽
府
に
つ
い
て
の
注
釈
で
あ
る
が
、
逐
語
的
注
釈
で
は

な
く
内
容
を
要
約
し
て
大
意
を
述
べ
た
も
の
で
あ
る
。

〔
覚
書
〕

⑩
『
西
方
指
南
抄
』
康
元
元
年
・
二
年
（
三
五
七
・
一
二
五
八
）
親
鸞
自
筆
本
。
上
・
中
・
下
三
巻
を
そ
れ
ぞ
れ
本
・
末
の
二
冊
に
分
け
た

六
冊
よ
り
成
る
。
上
巻
六
十
二
丁
・
中
巻
六
十
八
丁
・
下
巻
百
三
丁
。
法
然
上
人
の
行
状
記
、
法
語
、
消
息
な
ど
二
十
八
篇
を
集
録
す
る
。

二
、
接
続
詞
総
覧

個
々
の
接
続
詞
の
意
味
・
用
法
を
記
述
す
る
の
に
先
立
っ
て
、
ま
ず
十
文
献
の
「
条
件
の
接
続
詞
」
を
総
覧
し
て
お
き
た
い
。
文
献
毎
の

接
続
詞
の
語
形
と
用
例
数
・
異
な
り
語
数
、
及
び
漢
文
訓
読
系
接
続
詞
の
占
め
る
割
合
（
％
）
を
纏
め
た
の
が
表
I
で
あ
る
。

表
作
成
上
の
手
続
き
を
簡
単
に
述
べ
る
と
、
漢
字
表
記
さ
れ
た
接
続
詞
の
語
形
認
定
は
、
総
索
引
の
存
す
る
文
献
で
は
そ
の
索
引
で
の
読

み
に
原
則
と
し
て
従
っ
た
。
但
し
、
「
故
ニ
」
に
つ
い
て
は
本
稿
で
の
調
査
文
献
に
は
仮
名
表
記
例
が
な
く
、
漢
字
表
記
の
ま
ま
と
し
て
掲

（4）
げ
た
。
意
味
・
用
法
に
つ
い
て
は
そ
れ
を
順
態
と
逆
態
と
に
分
け
、
す
べ
て
の
接
続
詞
を
そ
の
い
ず
れ
か
に
収
め
た
。
し
か
し
、
単
純
に
順

態
あ
る
い
は
逆
態
と
割
り
切
る
こ
と
の
で
き
な
い
も
の
も
あ
る
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
、
個
々
の
接
続
詞
の
意
味
・
用
法
記
述
の

院
政
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
片
仮
名
文
の
接
続
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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幻
．
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ノデレサ＊ 1
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†ノレケリサ＊ 1
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ニヱ土ガレカ 2 1 73

三故 1 3 93 1 01

こヱユノコ 41 4 1 1 01

ニヱユレカカ 1

テリヨ 2 2 81 2 2

チリヨニレコ 51 1 1 2 31

テチモヲココ 1 3

テチモヲレコ 1 1 3

テヒガタシ 1

ダヒアレカシ 1 1 2

ニドホレカカ＊ 2 8

ニドホレサ＊ 1 2

ニドホレケ日ノ
サ＊ 1

テサ＊ 11 7 3 2 2 8 2 3

テクカ＊ 2 1

紛語りな懐 9 5 9 3 9 6 6 9 7 41
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態

テトリサ＊ 2

テトリカシ 1

モトリサ＊ 1
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ニレカシ 4 1 02 cu 63
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ノ
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シカシ 1
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ト＊胤



中
で
触
れ
る
こ
と
と
す
る
。

さ
て
、
こ
の
表
か
ら
知
ら
れ
る
の
は
次
の
諸
点
で
あ
る
。

（
l
）
十
文
献
に
見
ら
れ
る
「
条
件
の
接
続
詞
」
の
異
な
り
語
数
は
総
数
で
三
十
六
語
で
あ
る
。
う
ち
順
態
の
接
続
詞
は
二
十
三
語
、
逆
態

の
接
続
詞
は
十
三
語
で
あ
っ
て
、
順
態
の
接
続
詞
が
全
体
の
六
十
四
％
を
占
め
る
。

（
2
）
異
な
り
語
数
を
文
献
毎
に
見
る
と
、
方
丈
記
の
五
語
を
最
低
と
し
、
西
方
指
南
抄
の
二
十
一
語
を
最
高
と
し
て
、
そ
の
他
は
十
語
前

後
で
あ
る
。
そ
の
な
か
で
は
打
聞
集
が
十
四
語
と
や
や
多
い
。
西
方
指
南
抄
の
接
続
詞
多
用
は
、
こ
れ
が
内
容
の
異
な
る
二
十
八
種
の
文
章

を
集
録
し
た
も
の
ゆ
え
と
考
え
ら
れ
、
他
の
文
献
と
は
別
個
に
取
り
扱
う
必
要
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

（
3
）
漢
文
訓
読
系
接
続
詞
の
占
め
る
比
率
は
、
文
献
に
よ
っ
て
様
々
で
あ
る
が
、
〔
説
話
〕
類
で
の
三
宝
絵
詞
（
8
8
％
）
、
〔
法
談
〕
類
で
の

三
教
指
帰
注
（
8
2
％
）
、
そ
れ
に
西
方
指
南
抄
（
7
1
％
）
の
三
点
は
漢
文
訓
読
系
接
続
詞
の
占
め
る
比
率
の
高
い
文
献
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

等状行 合

計⑳ ⑳ 計 ④ ⑥ ⑦ ⑩ 計

7 82 6 22 35 7

1

1 1 3

1 3 4

3 21 1 1 91

4 1 1 05

3 73

1 1 01

2

31

3

3

1 1 1

1 1 2

2 3

1 1

1

2

1 1 4

1 1 9 3 1 4 63

1 00
1 1 1 2

3 3 11 0 4 1 3 7

院
政
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
片
仮
名
文
の
接
続
詞
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（5）

と
こ
ろ
で
、
西
方
指
南
抄
の
文
章
は
二
十
八
種
の
文
章
か
ら
成
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
文
章
で
接
続
詞
が
ど
の
よ
う
な
分
布
を
見
せ
る
か
を
見

て
お
く
。
漠
文
体
の
文
章
を
除
い
た
二
十
一
種
の
文
章
は
内
容
上
、
〔
法
語
・
問
答
〕
　
〔
消
息
〕
〔
行
状
等
〕
　
の
三
類
に
分
け
得
る
。
こ
れ
ら
三

類
二
十
一
種
の
文
章
で
接
線
詞
の
分
布
を
纏
め
る
と
表
H
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
表
か
ら
西
方
指
南
抄
で
は
、
分
量
の
多
少
の
関
係
も
あ
っ
て
、
そ
の
接
続
詞
使
用
に
顕
著
な
分
布
は
認
め
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
子

細
に
見
る
と
、
①
の
「
法
然
上
人
御
説
法
事
」
は
異
な
り
語
数
が
十
一
語
と
最
も
多
い
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
は
分
量
が
二
五
三
頁
と
格
別
に

多
い
こ
と
を
考
慮
し
て
除
外
し
て
見
て
も
、
ヨ
リ
テ
・
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
・
コ
コ
ヲ
モ
チ
テ
・
コ
レ
ヲ
モ
チ
テ
は
〔
法
語
・
問
答
〕
類
に
の
み

用
い
ら
れ
、
サ
テ
ハ
・
サ
レ
バ
・
サ
リ
ナ
ガ
ラ
と
い
っ
た
和
文
系
接
続
詞
は
〔
消
息
〕
類
に
多
く
用
い
ら
れ
て
い
て
、
〔
法
語
・
問
答
〕
類
で

は
他
に
比
し
て
漢
文
訓
読
系
接
続
詞
を
多
用
す
る
傾
向
を
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
し
か
し
、
漢
文
訓
読
系
接
続
詞
で
も
、
シ
カ
ル
こ
は
文

章
の
種
類
を
超
え
て
広
く
用
い
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

次
下
に
は
十
点
の
文
献
に
用
い
ら
れ
て
い
る
接
続
詞
に
つ
い
て
、
そ
の
意
味
・
用
法
を
順
次
考
察
し
て
ゆ
く
。

三
、
接
続
詞
の
意
味
・
用
法

1
、
順
態
の
接
続
詞

《
サ
ラ
バ
・
シ
カ
ラ
バ
》

サ
ラ
バ
は
三
教
指
帰
注
・
光
言
句
義
釈
聴
集
記
・
新
楽
府
注
・
方
丈
記
を
除
く
六
文
献
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
し
か
し
用
例
数
は
少
な
く
、

r

殆
ど
は
会
話
文
で
用
い
ら
れ
る
。
前
文
で
述
べ
た
事
柄
を
受
け
入
れ
て
そ
れ
に
対
す
る
話
者
の
判
断
を
述
べ
る
文
を
導
く
も
の
で
あ
る
ゆ
え
、

○
衆
生
之
願
ヲ
満
ト
テ
龍
宮
へ
ユ
カ
ム
ト
シ
タ
マ
ヒ
シ
ヲ
父
母
サ
ラ
ニ
ユ
ル
シ
給
ハ
サ
リ
ケ
レ
ハ
、
功
一
オ
ペ
我
コ
ゝ
こ
テ
ヒ
シ
ナ
ム
ト
シ
ケ

レ
ハ
　
（
『
宝
物
』
Ⅷ
）

の
如
く
文
末
を
推
量
系
の
助
動
詞
で
結
ぶ
か
、
或
い
は
、

院
政
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
片
仮
名
文
の
接
続
詞



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
八

〇
「
経
ハ
ヨ
ミ
タ
リ
ヤ
」
ト
ゝ
フ
l
「
ア
ヤ
シ
キ
事
ハ
「
経
モ
マ
タ
ヨ
マ
ス
」
ト
イ
ヒ
ケ
レ
ハ
「
叫
一
列
中
経
ヲ
コ
ソ
ナ
ラ
バ
メ
」
ト
テ
経

ヲ
オ
シ
へ
ケ
レ
ト
　
（
『
法
華
』
オ
撒
）

の
如
く
命
令
文
・
勧
誘
文
で
あ
る
場
合
が
多
い
。

一
方
、
シ
カ
ラ
バ
を
用
い
る
の
は
光
言
句
義
釈
聴
集
記
・
却
療
忘
記
・
西
方
指
南
抄
の
三
文
献
で
、
用
例
数
も
僅
か
で
あ
る
。

○
義
林
房
被
申
云
「
不
ハ
吹
力
皆
文
カ
ソ
ン
シ
テ
キ
タ
ナ
ク
ナ
リ
候
物
ヲ
」
。
仰
云
「
矧
可
ナ
こ
カ
バ
ク
ル
シ
カ
ラ
ム
。
文
ノ
タ
メ
ナ
レ
ハ

（6）

文
ヲ
損
セ
シ
料
ナ
レ
ハ
」
云
l
　
（
『
却
療
』
上
5
オ
1
0
）

シ

シ

ヤ

ウ

シ

ム

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ハ

ヘ

ル

○
タ
ゝ
シ
コ
ノ
三
心
ノ
中
二
至
誠
心
ヲ
ヤ
ウ
く
ニ
コ
ゝ
ロ
エ
テ
、
コ
ト
こ
マ
コ
ト
ヲ
イ
タ
ス
コ
ト
ヲ
カ
タ
ク
申
シ
ナ
ス
ト
モ
カ
ラ
モ
侍

ホ

ン

イ

こ
ヤ
、
叫
刺
ラ
刊
可
禰
陀
ノ
本
願
ノ
本
意
こ
モ
タ
カ
ヒ
テ
、
信
心
ハ
カ
ケ
ヌ
ル
ニ
テ
ア
ル
へ
キ
ナ
リ
（
『
西
方
』
下
末
三
十
五
）

《
サ
テ
ハ
・
サ
ハ
　
（
サ
バ
）
・
サ
ル
デ
ハ
》

サ
テ
ハ
は
打
開
集
・
法
華
百
座
間
書
抄
・
三
教
指
帰
注
・
西
方
指
南
抄
・
光
言
句
義
釈
聴
集
記
の
五
文
献
に
用
い
ら
れ
る
。
主
と
し
て
会

話
文
に
あ
ら
わ
れ
、

○
ケ
ウ
ト
ム
ミ
聞
キ
給
ヒ
テ
、
「
列
外
可
、
我
レ
ラ
モ
オ
コ
ナ
ハ
ゝ
、
三
界
ノ
マ
ト
ヒ
ハ
タ
チ
ッ
へ
キ
コ
ト
ニ
コ
ソ
ア
ナ
レ
」
ト
テ
（
『
法
華
』

ウ
鋤
）

－

　

　

ツ

イ

ニ

　

ハ

シ

ト

テ

〇
時
二
城
内
ノ
人
此
レ
ヲ
見
テ
　
「
サ
テ
ハ
終
不
叶
一
」
（
『
三
教
』
十
三
ウ
6
）

の
如
く
、
相
手
の
発
言
な
ど
に
よ
っ
て
判
明
し
た
事
柄
を
受
け
、
そ
れ
に
対
す
る
話
者
の
判
断
を
表
す
文
を
導
い
た
り
、

○
王
ノ
ゝ
給
バ
ク
、
「
功
一
l
刀
川
」
、
タ
レ
ヲ
師
ト
ハ
憑
ソ
」
（
『
打
開
』
至

○
叫
刊
つ
川
l
諸
法
ハ
亦
有
亦
売
ナ
リ
ヤ
ト
思
フ
ヲ
相
違
誘
ト
云
（
『
光
言
』
下
1
4
7
）

の
如
く
疑
問
点
を
述
べ
る
文
を
導
く
も
の
で
あ
る
。
西
方
指
南
抄
で
は
四
例
の
う
ち
三
例
ま
で
が
〔
消
息
〕
で
用
い
ら
れ
て
い
て
、
こ
の
語

の
口
語
性
を
窺
わ
せ
る
。



タ
イ
シ

○
カ
ク
申
候
へ
ハ
、
刊
－
1
7
ー
パ
往
生
ハ
大
事
こ
コ
ソ
ア
ム
ナ
レ
ト
オ
ホ
シ
メ
ス
事
、
ユ
メ
く
候
マ
シ
（
『
西
方
』
下
本
六
十
二
）

サ
ハ
　
（
サ
バ
）
は
打
開
集
に
の
み
用
い
ら
れ
て
い
る
。
会
話
文
（
心
内
語
を
含
む
）
に
用
い
、
か
つ
、

O
「
道
二
流
砂
ト
云
所
二
、
年
八
十
許
ノ
老
僧
ノ
腰
柾
タ
ル
カ
草
鞋
イ
ノ
片
足
ヲ
ハ
キ
テ
早
二
天
竺
サ
マ
ニ
参
ハ
、
叫
バ
此
和
尚
ニ
コ
ソ
ア
リ
ケ

レ
。
ナ
ソ
ノ
老
法
師
ニ
カ
在
覧
ト
思
テ
　
（
略
）
」
　
（
1
7
）

〇
三
蔵
申
サ
ク
、
「
舎
利
ハ
具
シ
奉
ラ
ネ
ト
モ
、
此
ニ
テ
祈
ハ
出
御
坐
ル
モ
ノ
ナ
リ
」
、
王
ノ
；
マ
バ
ク
、
「
叫
べ
汝
析
出
セ
」
（
3
9
）

の
如
く
話
者
の
判
断
を
表
す
文
を
導
く
の
に
用
い
る
も
の
で
、
意
味
・
用
法
上
、
サ
テ
ハ
に
近
似
す
る
。

サ
ル
デ
ハ
は
法
華
百
座
間
書
抄
に
の
み
一
例
見
ら
れ
、
し
か
も
転
写
者
の
注
記
す
る
文
に
用
い
ら
れ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
法
華
百
座
間
書

抄
の
本
文
と
は
異
質
の
用
語
で
あ
る
。

○
コ
レ
ヨ
リ
後
力
本
ヤ
フ
レ
テ
不
見
。
佃
不
事
（
書
）
也
。
蜘
酢
ハ
（
ウ
3
2
）

左
傍
に
「
私
語
也
」
と
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
小
林
芳
規
博
士
は
「
「
ソ
レ
1
；
テ
ハ
」
と
し
て
書
き
さ
し
て
、
そ
れ
に
「
私
語
也
」
と
注
記

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
こ
れ
が
講
師
の
言
葉
と
は
異
な
り
、
抄
写
者
の
言
葉
で
あ
る
こ
と
を
注
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
」
と
さ
れ
、
「
草
案

（7）

集
（
建
保
四
年
写
本
）
」
「
言
泉
集
」
に
も
こ
の
語
が
見
ら
れ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
ら
れ
る
。

順
態
の
接
続
詞
で
仮
定
を
表
す
も
の
は
以
上
の
五
語
で
あ
っ
て
、
用
例
数
も
少
な
い
。

次
に
は
順
態
の
確
定
を
表
す
接
続
詞
を
見
て
ゆ
く
。
確
定
の
接
続
詞
と
し
て
は
サ
レ
バ
・
シ
カ
レ
バ
類
、
カ
ル
ガ
ユ
ヱ
ニ
・
故
二
類
と
ヨ

リ
テ
類
の
三
類
が
そ
の
中
核
を
な
し
て
い
る
。

《
サ
レ
バ
・
シ
カ
レ
バ
》

サ
レ
バ
は
八
文
献
に
用
い
ら
れ
、
用
例
数
も
多
く
順
態
確
定
の
接
続
詞
と
し
て
最
も
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。
用
例
が
な
い
の
は
漢
文
訓

読
系
接
続
詞
の
使
用
率
の
高
い
三
宝
絵
詞
と
三
教
指
帰
注
の
二
文
献
で
あ
る
。
サ
レ
バ
は
後
文
で
述
べ
る
事
柄
が
前
文
で
述
べ
る
事
柄
に
起

因
す
る
こ
と
を
表
す
も
の
で
、
多
く
は
会
話
文
に
用
い
ら
れ
る
。

院
政
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
片
仮
名
文
の
接
続
詞



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
〇

〇
船
ノ
人
云
ク
「
イ
ミ
シ
キ
大
切
事
こ
チ
ッ
リ
得
亀
也
。
叫
叫
ペ
イ
ミ
シ
キ
ア
タ
ヒ
ナ
リ
ト
モ
、
エ
ウ
リ
タ
イ
マ
ツ
ラ
シ
」
ト
云
（
『
打
開
』

施
）
○
ト
モ
ス
レ
ハ
三
悪
道
へ
ヰ
テ
マ
カ
ル
也
。
叫
l
呵
バ
悪
業
ヲ
ハ
吉
キ
犬
二
ナ
ム
タ
ト
へ
テ
候
フ
　
（
『
法
華
』
ウ
3
7
5
）

一
方
、
シ
カ
レ
バ
を
用
い
る
の
は
打
開
集
・
方
丈
記
・
法
華
百
座
間
書
抄
・
光
言
句
義
釈
聴
集
記
・
西
方
指
南
抄
の
四
文
献
に
止
ま
り
、

三
宝
絵
詞
と
三
教
指
帰
注
に
は
用
例
が
な
い
。
打
開
集
・
方
丈
記
・
法
華
百
座
間
書
抄
・
光
言
句
義
釈
聴
集
記
・
西
方
指
南
抄
で
は
サ
レ
バ
・

シ
カ
レ
バ
を
併
用
す
る
。
西
方
指
南
抄
に
つ
い
て
見
る
と
、
全
体
と
し
て
シ
カ
レ
バ
を
多
用
し
、
〔
法
語
・
問
答
〕
類
で
は
シ
カ
レ
バ
の
方
を
、

〔
消
息
〕
類
で
は
サ
レ
バ
の
方
を
多
用
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

イ

ニ

シ

ヘ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ァ

ハ

セ

○
麿
等
申
云
「
我
持
所
ノ
法
ハ
音
　
ヨ
リ
術
兼
へ
ヲ
シ
テ
人
ニ
ア
カ
メ
ラ
ル
ゝ
物
也
。
倒
弓
、
此
ノ
度
只
相
テ
御
覧
ス
へ
シ
。
イ
ト
ウ
レ
シ

事
也
」
ト
申
セ
ハ
　
（
『
打
開
』
猫
）イ
ノ

チ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ィ

レ

ウ

○
モ
シ
人
七
日
食
セ
サ
ラ
ム
ニ
命
ア
ニ
ッ
キ
サ
ラ
ム
ヤ
。
シ
l
刺
の
バ
ス
ナ
ワ
チ
腎
療
ノ
オ
ヨ
フ
ト
コ
ロ
ニ
ア
ラ
ス

（
『
西
方
』
上
本
一
〇
二
）

サ
リ
ケ
レ
バ
は
新
楽
府
注
に
の
み
一
例
見
ら
れ
る
。

ス

○
此
又
后
ヲ
嘲
セ
ム
カ
タ
メ
ノ
飛
フ
火
ナ
ル
ラ
ム
ト
申
テ
将
軍
一
人
モ
不
詣
一
。
叫
引
列
l
当
用
」
御
門
無
甲
斐
彿
二
打
〔
レ
〕
給
ニ
ケ
リ
（
4
3
1
／

④
）

《
カ
ル
ガ
ユ
ヱ
ニ
・
故
ニ
・
カ
カ
ル
ユ
ヱ
ニ
・
コ
ノ
ユ
ヱ
ニ
》

カ
ル
ガ
ユ
ヱ
二
は
法
華
百
座
間
書
抄
・
宝
物
集
・
西
方
指
南
抄
の
三
文
献
に
見
ら
れ
る
が
、
特
に
用
例
が
多
い
の
は
西
方
指
南
抄
で
、
三

十
七
例
を
数
え
る
。
う
ち
三
十
四
例
は
〔
法
語
・
問
答
〕
類
に
集
中
し
て
お
り
、
硬
い
文
体
で
の
用
語
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
そ
の
用

法
は
殆
ど
が
、

カ

ミ

　

ホ

ン

ク

ワ

ン

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ミ

タ

　

ミ

ヤ

ウ

カ

ウ

シ

ヨ

ウ

ネ

ム

○
上
ノ
本
願
ヲ
ノ
ソ
ム
ニ
ハ
、
モ
バ
ラ
禰
陀
ノ
名
号
ヲ
称
念
セ
シ
ム
ル
こ
ア
リ
、
刺
叫
剖
d

ヰ
チ
カ
ウ
セ
ン
ネ
ム

ヘ
こ
一
向
専
念
ト
イ
ヘ
リ
（
上
本
五
〇
）

カ

ス

　

シ

∫

ウ

ホ

▲

フ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

．

　

　

　

　

　

－

　

　

　

　

　

ム

づ

○
コ
ノ
数
二
乗
凡
夫
ノ
カ
ス
へ
テ
シ
ル
へ
キ
カ
ス
ニ
ア
ラ
ス
、
カ
ル
カ
ユ
へ
ニ
売
ヤ
ウ量
ト
ハ
イ
へ
ル
ナ
リ
　
（
上
本
一
〇
九
）



の
如
く
、
後
文
の
文
末
は
「
～
ト
云
フ
」
の
形
式
で
経
典
の
語
句
を
引
用
す
る
も
の
で
あ
っ
て
、
論
理
的
な
文
脈
に
お
い
て
用
い
、
前
文
を

条
件
と
す
る
結
論
を
導
く
も
の
で
あ
る
。
法
華
百
座
間
書
抄
・
宝
物
集
で
の
用
法
も
次
に
掲
げ
る
よ
う
に
右
と
同
様
に
解
す
る
こ
と
が
で
き

る
。○
コ
ノ
地
獄
之
衆
生
之
苦
ヲ
我
一
人
シ
テ
ウ
ケ
ム
ト
イ
ウ
願
ヲ
発
シ
タ
リ
シ
カ
バ
、
カ
ル
カ

タ
リ
キ
　
（
『
宝
物
』
　
翻
）

ユ
へ
ニ
地
獄
ヲ
マ
ヌ
カ
レ
テ
天
上
ニ
ウ
マ
レ

○
般
若
波
羅
蜜
ヲ
・
ヲ
コ
ナ
ヒ
タ
マ
ハ
ス
ヨ
リ
ホ
カ
ニ
ハ
、
諸
仏
ノ
正
覚
ナ
リ
タ
マ
ウ
事
ナ
シ
。
カ
ル
カ
ユ
ヘ
ニ

「
依
般
若
波
羅
蜜
多
故
得
阿

頼
多
羅
三
琴
二
蒜
」
　
ト
ノ
タ
マ
ヘ
リ
（
『
法
華
』
オ
4
6
9
）

「
故
l
こ
は
法
華
百
座
間
書
抄
・
三
教
指
帰
注
・
却
療
忘
記
・
三
宝
絵
詞
・
光
言
句
義
釈
聴
集
記
の
五
文
献
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
な
か

で
も
三
教
指
帰
注
で
の
多
用
（
三
十
九
例
）
が
注
目
さ
れ
る
。
三
教
指
帰
注
に
つ
い
て
そ
の
用
法
を
見
る
と
、
三
十
九
例
中
二
十
九
例
ま
で
は
、

○
是
ハ
言
筆
ニ
テ
敵
ヲ
ウ
ン
シ
ナ
リ
、
可
↓
殺
将
ト
云
也
（
十
三
ウ
7
）

ウ

○
巳
上
二
人
王
ハ
不
覚
ニ
テ
ホ
六
ホ
サ
レ
テ
失
セ
ン
シ
王
也
、
醜
］
傾
滅
ト
云
也
（
二
十
三
オ
3
）

の
如
く
、
「
故
ニ
～
（
A
ヲ
ハ
）
B
ト
云
フ
」
の
形
式
で
経
典
の
語
句
を
引
用
す
る
も
の
で
あ
る
。
次
例
の
如
く
具
体
的
事
態
に
つ
い
て
述
べ
る

文
に
も
用
い
る
例
も
あ
る
が
、
こ
れ
は
少
数
で
あ
る
。

○
王
ノ
合
戦
シ
タ
マ
フ
モ
如
是
ハ
カ
ナ
シ
、
彗
l
モ
ン
ト
モ
合
戦
セ
ス
（
二
十
九
オ
1
）

O
「
且
宇
木
ハ
民
ナ
レ
ト
モ
、
才
ア
リ
、
義
ア
リ
、
我
二
勝
レ
タ
リ
、
功
↓
車
ヨ
リ
下
テ
拝
ム
也
」
ト
答
フ
（
四
十
七
ウ
1
）

「
故
ニ
」
の
意
味
・
用
法
は
前
述
の
カ
ル
ガ
ユ
ヱ
こ
と
相
違
す
る
と
こ
ろ
が
な
い
の
で
あ
る
。
他
の
文
献
で
も
三
教
指
帰
注
の
場
合
と
の
相

違
は
認
め
が
た
い
。

○
オ
ホ
ヨ
ソ
、
海
ノ
ソ
コ
ノ
イ
ロ
ク
ツ
、
山
野
ニ
ヒ
ツ
メ
ア
ル
モ
ノ
、
イ
ツ
レ
カ
仏
性
ノ
ソ
ナ
バ
ラ
サ
ル
。
可
三
皆
是
普
賢
威
神
之
力
」

ト
ハ
説
ト
カ
レ
タ
ル
ナ
リ
（
『
法
華
』
オ
相
）

院
政
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
片
仮
名
文
の
接
続
詞



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究

○
既
二
仏
ノ
類
親
ト
ナ
レ
ハ
是
レ
仏
ナ
リ
、
故
二
仏
ニ
ナ
ス
ト
云
ナ
リ
　
（
『
光
言
』
下
視
）

○
法
界
生
ハ
仏
家
こ
イ
リ
テ
ナ
ン
ケ
イ
テ
ク
。
是
智
火
ノ
前
相
也
。
咄
↓
火
輪
ノ
印
ヲ
ム
ス
ヘ
リ
（
『
却
療
』
上
1
4
オ
5
）

と
こ
ろ
で
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
文
献
で
は
接
続
詞
ユ
ヱ
こ
の
仮
名
表
記
例
は
一
例
も
見
ら
れ
な
い
。
漢
文
訓
読
の
場
で
は
文
頭
に
立
つ

「
故
」
は
カ
ル
ガ
ユ
ヱ
こ
と
訓
ず
る
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
ユ
ヱ
こ
と
訓
ず
る
の
は
新
し
い
訓
法
で
あ
る
こ
と
は
山
田
孝
雄
博
士
が
「
玉

（8）

あ
ら
れ
」
の
記
述
を
引
用
し
て
説
か
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
文
献
に
見
ら
れ
る
「
故
こ
」
は
ユ
ヱ
ニ
（
索

引
類
で
は
ユ
ヱ
こ
と
訓
ん
で
い
る
）
で
は
な
く
カ
ル
ガ
ユ
ヱ
こ
を
表
記
し
た
も
の
で
あ
る
可
能
性
も
あ
る
。
カ
ル
ガ
ユ
ヱ
ニ
を
多
用
す
る
西
方
指

南
抄
で
は
「
故
ニ
（
ユ
ヱ
こ
）
」
が
一
例
も
存
し
な
い
の
も
偶
然
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
。
接
続
詞
ユ
ヱ
こ
の
成
立
時
期
に

（9）

つ
い
て
更
に
調
査
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

コ
ノ
ユ
ヱ
こ
は
宝
物
集
・
三
宝
絵
詞
・
三
教
指
帰
注
・
新
楽
府
注
・
西
方
指
南
抄
の
五
文
献
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
三
宝
絵
詞
は
こ
れ

を
多
用
す
る
文
献
と
し
て
注
意
さ
れ
る
。

○
大
師
ハ
シ
メ
テ
云
ク
「
南
岳
天
台
ノ
二
リ
ノ
大
師
ミ
ナ
完
ノ
戒
ヲ
ウ
ケ
タ
リ
、
ア
ヒ
授
ツ
ー
イ
マ
ニ
及
リ
、
コ
ノ
故
二
我
宗
ノ
僧
ハ
ミ

ナ
此
戒
ヲ
伝
へ
受
ヘ
シ
」
ト
云
テ
（
『
三
宝
』
下
4
4
ウ
7
）

コ

テ

イ

○
其
ノ
故
ハ
妻
牛
七
頭
二
牛
髄
一
頭
ヲ
加
へ
テ
十
年
カ
へ
ハ
牛
百
頭
ニ
ナ
ル
、
是
ノ
故
二
倍
頓
盲
人
ナ
リ
キ
（
『
三
教
』
四
十
三
オ
7
）

【
ス
〕

○
此
ノ
故
二
人
ノ
娘
メ
ノ
廿
ニ
ア
マ
ル
マ
テ
不
込
メ
置
タ
ル
ヲ
ハ
無
心
一
事
二
申
タ
ル
ナ
リ
（
『
新
楽
』
必
／
3
）

カ
カ
ル
ユ
ヱ
二
は
新
楽
府
注
に
一
例
の
み
存
す
る
。

○
カ
ー
ル
故
二
昔
ノ
周
ノ
成
王
ノ
御
時
ハ
諌
鼓
ト
申
テ
鼓
被
懸
－
タ
リ
ケ
リ
（
4
3
5
／
⑤
）

《
ヨ
リ
テ
・
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
》

ヨ
リ
テ
は
打
開
集
・
法
華
百
座
間
書
抄
・
三
教
指
帰
注
・
光
言
句
義
釈
聴
集
記
・
西
方
指
南
抄
の
五
文
献
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。

三
教
指
帰
注
は
「
故
こ
」
使
用
の
多
さ
で
注
目
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
ヨ
リ
テ
の
使
用
も
十
八
例
と
群
を
抜
い
て
多
く
、
順
態
の
接



続
詞
と
し
て
は
「
故
ニ
」
と
ヨ
リ
テ
二
語
専
用
と
い
っ
て
い
い
程
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
用
法
を
見
る
と
、

シ

○
是
国
王
二
三
人
ノ
キ
サ
キ
ア
リ
、
倒
可
姪
欲
ヲ
事
シ
テ
無
他
念
一
（
三
十
九
ウ
5
）

ス

○
彼
ノ
三
人
力
王
ヲ
ヲ
シ
エ
シ
カ
ト
モ
不
順
一
、
倒
可
周
ノ
武
王
二
打
チ
殺
サ
レ
了
（
二
十
三
オ
2
）

ノ

○
異
国
ノ
々
王
合
戦
ヲ
ヲ
コ
シ
テ
是
王
ヲ
打
ト
ス
、
倒
是
ヲ
防
力
為
二
国
官
兵
ヲ
モ
ヨ
ヲ
ス
（
四
十
オ
5
）

テ
ヲ

〇
時
二
得
之
云
ク
「
是
ノ
釜
ノ
内
二
金
千
両
ア
リ
、
倒
可
是
金
有
ハ
交
易
シ
テ
親
ヲ
養
育
シ
テ
ン
」
ト
テ
子
ヲ
具
シ
テ
テ
家
。
カ
ヘ
リ
了
（
三
十

七
ウ
6
）

の
如
く
、
全
て
具
体
的
な
事
態
の
描
写
に
お
い
て
、
前
文
の
事
態
を
原
因
と
し
て
後
文
の
事
態
が
生
起
す
る
と
い
う
場
合
に
用
い
て
い
る
の

で
あ
っ
て
、
抽
象
的
な
論
理
を
述
べ
る
の
に
用
い
る
「
故
こ
」
と
は
明
ら
か
に
用
法
を
異
に
す
る
も
の
で
あ
る
。
三
教
指
帰
注
の
「
文
頭
表

現
法
」
を
考
察
さ
れ
た
佐
々
木
峻
氏
は
三
教
指
帰
注
の
「
故
こ
」
と
ヨ
リ
テ
と
を
比
較
さ
れ
、
〝
故
こ
は
一
説
話
全
体
を
統
括
す
る
も
の
が
多

（10）

い
の
に
対
し
て
ヨ
リ
テ
は
一
文
承
前
の
機
能
し
か
担
っ
て
い
な
い
点
に
相
違
が
あ
る
〃
と
説
か
れ
て
い
る
が
、
そ
の
よ
う
な
文
脈
上
の
相
違

も
、
両
者
の
意
味
・
機
能
差
に
基
づ
く
も
の
と
解
さ
れ
よ
う
。
他
の
文
献
で
の
用
法
も
右
と
同
様
で
あ
る
。

O
「
人
間
ニ
ハ
目
マ
シ
ロ
ク
、
天
ニ
ハ
マ
シ
ロ
カ
ス
」
ト
ナ
ム
読
シ
。
倒
、
天
ニ
ハ
目
マ
シ
。
カ
ス
ト
知
リ
タ
レ
ハ
（
『
打
開
』
型

○
コ
レ
ヨ
リ
後
チ
二
行
ハ
カ
リ
ヤ
レ
ウ
セ
ヲ
ハ
ヌ
。
倒
不
注
之
也
（
『
法
華
』
ウ
墾

（
ミ
セ
ケ
チ
）

○
（
梵
字
略
）
ト
云
ハ
成
就
ノ
句
ト
釈
ス
ル
ナ
リ
。
倒
可
調
伏
「
成
」
息
災
成
就
ノ
義
ア
ル
ナ
リ
（
『
光
言
』
下
畑
）

法
華
百
座
間
書
抄
に
は
右
掲
の
例
の
他
に
も
う
一
例
あ
る
が
、
と
も
に
サ
ル
デ
ハ
と
同
様
抄
写
者
の
注
記
の
こ
と
ば
で
あ
る
と
い
う
点
で

注
意
さ
れ
る
。

コ
レ
l
盲
リ
テ
は
方
丈
記
・
三
宝
絵
詞
・
却
療
忘
記
・
光
言
句
義
釈
聴
集
記
・
西
方
指
南
抄
の
五
文
献
に
用
い
ら
れ
る
。
な
か
で
も
三
宝

絵
詞
は
コ
レ
ニ
ヨ
リ
テ
を
多
用
す
る
文
献
と
し
て
注
目
さ
れ
る
。

タ
h
H
ソ

O
「
家
ヰ
崇
ラ
ウ
ラ
ナ
ハ
ス
ル
ニ
コ
ノ
木
ノ
ナ
ス
所
ナ
リ
ト
イ
ヘ
リ
、
－
訓
l
当
ヨ
〓
ノ
テ

院
政
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
片
仮
名
文
の
接
続
詞

ア
リ
ト
シ
ァ
ル
人
近
付
ヨ
ラ
ス
（
『
三
宝
』
下
4
7
オ
6
）

一
〇
三



鎌
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《
コ
コ
ヲ
モ
チ
テ
・
コ
レ
ヲ
モ
チ
テ
》

こ
の
二
語
を
用
い
る
文
献
は
三
教
指
帰
注
・
西
方
指
南
抄
に
止
ま
り
、
用
例
も
少
な
い
。

○
惑
別
口
リ
ヌ
、
善
悪
一
ナ
リ
ト
云
事
（
『
打
開
』
堅

一
〇
四

○
サ
レ
ハ
仏
ハ
宝
山
二
人
テ
手
ヲ
空
シ
ク
シ
テ
カ
ヘ
ル
事
ナ
カ
レ
ト
ハ
ヲ
ホ
セ
ラ
レ
タ
ル
ソ
カ
シ
、
コ
レ
ヲ
モ
テ
昔
ノ
大
王
ハ
仏
法
ノ
タ
カ

ラ
モ
ト
メ
ム
カ
タ
メ
ニ
（
略
）
千
歳
マ
テ
善
行
シ
給
シ
ソ
カ
シ
　
（
『
宝
物
』
1
n
“
望

《
シ
タ
ガ
ヒ
テ
》

シ
タ
ガ
ヒ
テ
は
西
方
指
南
抄
に
一
例
の
み
見
ら
れ
る
。
因
果
関
係
を
表
す
接
続
詞
と
し
て
新
出
の
も
の
で
あ
る
ゆ
え
か
、
法
然
上
人
の
言

葉
に
は
な
く
、
〔
消
息
〕
　
の
⑱
「
基
親
取
信
信
本
願
之
状
」
に
見
ら
れ
る
。

モ
ト
チ
カ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
リ
キ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
タ
　
　
　
サ
ブ
キ
ヤ
ウ
ト
ウ
　
　
　
　
　
　
タ
ウ
ン
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
シ
　
リ
キ

○
基
親
マ
タ
申
テ
ィ
バ
ク
、
自
力
往
生
ト
ハ
他
ノ
雑
行
等
ヲ
モ
テ
願
ス
ト
中
サ
ハ
コ
ソ
ハ
自
力
ト
ハ
申
候
ハ
メ
、
シ
タ
カ
ヒ
テ
善
導
ノ
疏

ニ
イ
バ
ク
「
（
略
）
」
ト
候
メ
ル
バ
百
年
念
仏
ス
ヘ
シ
ト
コ
ソ
ハ
候
へ
　
（
下
本
一
四
六
）

《
シ
カ
ル
ア
ヒ
ダ
》

「〓」

和
化
漢
文
特
有
語
と
さ
れ
る
シ
カ
ル
ア
ヒ
ダ
は
、
三
宝
絵
詞
・
三
教
指
帰
注
・
西
方
指
南
抄
の
三
文
献
に
み
ら
れ
る
が
用
例
数
は
少
な
い
。

三
宝
絵
詞
・
三
教
指
帰
注
で
の
用
法
は
、

○
舜
ヲ
ム
コ
ニ
取
テ
ム
コ
こ
セ
サ
ス
、
側
聞
可
二
人
妻
ヲ
イ
サ
カ
イ
シ
ツ
へ
キ
ヲ
コ
シ
ラ
へ
テ
、
イ
サ
カ
ヒ
セ
サ
セ
テ
以
チ
リ
キ
（
『
三
教
』

四
十
九
オ
4
）

ス
イ
タ

O
「
（
略
）
ナ
こ
ゝ
ヨ
リ
テ
カ
お
ほ
ヤ
ケ
彼
ヲ
ハ
タ
ウ
ト
ヒ
我
ヲ
ハ
ス
テ
給
ソ
ト
ウ
ラ
ミ
テ
河
内
国
鋤
田
寺
ニ
ユ
キ
テ
寵
居
ヌ
。
刻
聞
俄
二

病
ヲ
ウ
ケ
テ
ン
ヌ
　
（
『
三
宝
』
中
2
0
ウ
1
）

の
如
く
具
体
的
な
事
態
を
受
け
て
継
時
的
に
新
た
に
展
開
す
る
事
態
を
提
示
す
る
の
に
用
い
て
い
る
が
、
西
方
指
南
抄
で
は
二
例
共
に
、

○
按
内
ヲ
シ
ラ
メ
人
ハ
コ
ノ
事
ロ
コ
～
ロ
エ
ス
侍
。
シ
カ
ル
ア
ヒ
タ
イ
サ
ー
カ
由
緒
ヲ
シ
ル
シ
侍
ナ
リ
（
中
本
六
十
）

ア
ン
ナ
イ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
コ
ト
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヘ
リ

ユ
シ
ヨ
　
　
　
　
　
　
　
　
ハ
ヘ
ル



の
如
く
因
果
関
係
を
表
す
用
法
で
あ
る
。
前
述
の
シ
タ
ガ
ヒ
テ
と
共
に
西
方
指
南
抄
の
用
語
の
特
異
性
（
新
し
さ
）
が
こ
こ
に
も
認
め
ら
れ
る
。

《
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
・
サ
ル
ホ
ド
ニ
・
サ
リ
ケ
ル
ホ
ド
ニ
》

こ
れ
ら
の
ホ
ド
ニ
と
の
複
合
接
続
詞
の
用
例
が
あ
る
の
は
宝
物
集
・
新
楽
府
注
・
光
言
句
義
釈
聴
集
記
の
三
文
献
で
あ
る
。
三
語
は
い
ず

れ
も
、○
国
王
カ
リ
ヲ
ト
ゝ
メ
テ
一
日
ニ
ヒ
ト
ノ
鹿
ヲ
メ
シ
ケ
リ
。
カ
ゝ
ル
ホ
ト
ニ

棚
）

一
ノ
バ
ラ
ミ
タ
ル
鹿
ノ
鹿
王
二
申
ケ
ル
ヤ
ウ
（
略
）
　
（
『
宝
物
』

○
世
中
ノ
ナ
ラ
ヒ
ナ
リ
ケ
レ
ハ
妻
ヲ
マ
ウ
ケ
テ
ケ
リ
。
サ
ル
ホ
ト
二
世
之
中
ケ
カ
渇
シ

テ
人
皆
カ
ツ
へ
シ
ニ
ケ
レ
ハ
　
（
『
宝
物
』
5
1
7
）

○
安
禄
山
ハ
楊
貴
妃
ノ
養
ナ
ヒ
子
也
、
然
ト
モ
舞
シ
ケ
ル
コ
ト
ヲ
書
タ
ル
ナ
リ
。
サ
リ
ケ
ル
程
二
国
主

ノ
人
皇
帝
ノ
カ
ゝ
ル
事
ヲ
ノ
ロ
御
心
ニ

つ
・

入
テ
世
ノ
事
バ
リ
ヲ
シ
「
リ
」
（
補
入
）
タ
マ
ハ
サ
リ
ケ
ル
ヲ
ロ
ィ
キ
ト
ヲ
リ
テ
打
チ
詣
ラ
ム
事
ヲ
儀
シ
タ
ハ
カ
リ
ケ
レ
ハ
（
『
新
楽
』
棚
／
9
）

の
如
く
、
具
体
的
な
事
態
を
受
け
て
継
時
的
に
新
た
な
事
態
の
展
開
を
示
す
の
に
用
い
る
も
の
で
あ
る
。
新
楽
府
注
に
サ
リ
ケ
ル
ホ
ド
ニ
の

他
、
カ
カ
ル
ホ
ド
ニ
を
八
例
も
用
い
る
の
も
、
そ
の
説
話
的
文
体
を
反
映
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
た
だ
、
光
言
句
義
釈
聴
集
記
で
は
二

例
の
う
ち
次
の
例
は
因
果
関
係
を
表
す
用
法
と
見
ら
れ
る
。

シ
ヨ

○
是
カ
ヤ
ウ
ナ
ル
コ
ト
ソ
、
真
言
ノ
義
ナ
ル
へ
シ
ト
思
テ
チ
ゝ
ト
如
此
壷
セ
ル
人
ノ
用
二
思
フ
事
ハ
、
我
又
用
モ
ナ
シ
、
叫
l
叫
利
＝
⇒
ア

チ
～
カ
ヒ
コ
チ
ゝ
カ
ウ
也
（
上
鮒
）

《
カ
ク
テ
・
サ
テ
》

カ
タ
テ
も
ホ
ド
ニ
と
の
複
合
接
続
詞
と
同
じ
く
継
時
的
な
事
態
の
展
開
を
表
す
も
の
で
、
用
例
は
僅
か
な
が
ら
打
開
集
・
宝
物
集
と
い
っ

た
〔
説
話
〕
類
の
文
献
に
お
い
て
用
い
ら
れ
て
い
る
。

○
屋
ノ
人
ニ
タ
ニ
殊
二
不
知
ス
。
刺
列
外
年
フ
ル
ホ
ト
ニ
隣
ノ
国
ヨ
リ
同
様
ナ
ル
馬
ヲ
二
疋
、
ヰ
テ
来
テ
（
『
打
開
』
塑

○
サ
テ
ッ
ク
シ
ニ
ヲ
ハ
シ
マ
ス
ホ
ト
ニ
ッ
ク
ラ
セ
ヲ
ハ
シ
マ
シ
タ
ル
詩
ト
モ
多
ク
侍
中
二
（
漢
詩
略
）
、
刺
列
列
ホ
ト
へ
ニ
マ
ゝ
ニ
ナ
キ
ユ

院
政
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
片
仮
名
文
の
接
続
詞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
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へ
ニ
カ
～
ル
コ
ト
ニ
ア
ワ
セ
タ
マ
ヘ
ル
ト
ノ
、
コ
ー
ロ
ウ
ク
ヲ
ホ
シ
メ
シ
ト
リ
テ
　
（
『
宝
物
』
　
規
）

サ
テ
は
三
宝
絵
詞
と
方
丈
記
と
を
除
く
文
献
に
用
い
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
を
特
に
多
用
す
る
文
献
は
打
開
集
・
宝
物
集
と
い
っ
た
〔
説
話
〕

と
、
光
言
句
義
釈
聴
集
記
で
あ
る
。
サ
テ
は
、
説
話
的
文
脈
で
用
い
ら
れ
、

○
共
時
こ
、
渡
ト
シ
ケ
ル
仏
法
絶
テ
不
渡
ナ
リ
ヌ
。
朝
刊
、
ク
タ
リ
テ
後
漠
ニ
ハ
渡
也
ケ
リ
（
『
打
開
』
翌

○
コ
レ
ヲ
ミ
タ
マ
ヒ
ケ
ム
御
子
ノ
心
イ
カ
ハ
カ
リ
カ
バ
カ
ナ
シ
ク
ヲ
ホ
へ
給
ケ
ム
、
朝
刊
唐
ノ
御
門
二
乞
取
テ
日
本
へ
ク
シ
テ
カ
ヘ
リ
タ

リ
ケ
リ
ト
ソ
申
ツ
タ
へ
テ
ソ
侍
メ
ル
　
（
『
宝
物
』
5
0
）

マ
イ
ル

○
明
年
秋
必
ス
可
ト
テ
詣
、
悉
ク
放
せ
給
ニ
ケ
リ
。
叫
列
其
秋
二
成
候
ケ
レ
ハ
サ
ナ
カ
ラ
獄
二
返
り
入
候
ニ
ケ
リ
（
『
新
楽
』
鋤
／
1
）

の
如
く
、
継
時
的
な
事
態
の
展
開
を
導
き
、
あ
る
い
は
ま
た
、

○
国
王
間
給
ク
、
「
朝
刊
、
其
舎
利
パ
オ
ハ
ス
ル
カ
」
（
『
打
開
』
3
6
）

○
僧
「
イ
ト
大
事
こ
ハ
ヘ
リ
ケ
ル
事
カ
ナ
。
朝
刊
、
ソ
レ
ハ
モ
ト
ノ
国
ニ
カ
へ
ラ
ム
ト
ヤ
オ
ホ
ス
」
ト
イ
ヒ
シ
カ
ハ
　
（
『
法
華
』
オ
堕

の
如
く
、
前
の
話
題
を
受
け
て
疑
問
文
を
導
く
の
に
用
い
る
。
ま
た
、
抽
象
的
な
事
柄
を
話
題
に
す
る
文
脈
に
も
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、
そ

の
よ
う
な
サ
テ
は
、

○
午
云
フ
字
ヲ
頭
ヲ
指
出
シ
書
タ
ル
字
也
。
朝
刊
牛
ト
云
也
（
≡
教
』
十
五
ウ
8
）

○
是
等
ハ
イ
カ
サ
マ
ニ
モ
持
戒
ニ
テ
上
ノ
事
也
、
サ
l
列
コ
ソ
畳
茶
羅
モ
ツ
タ
ラ
ム
ス
レ
（
『
光
言
』
上
型

の
如
く
因
果
関
係
を
表
す
も
の
と
解
さ
れ
る
も
の
も
見
ら
れ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
例
は
僅
か
で
、
そ
の
意
味
を
明
確
に
把
握
し
が
た
い
例
が

多
い
。

2
、
逆
態
の
接
続
詞

《
サ
リ
ト
テ
・
シ
カ
リ
ト
テ
・
サ
リ
ト
モ
》



こ
れ
ら
は
逆
態
の
仮
定
を
表
す
接
接
詞
で
あ
る
が
、
順
態
の
仮
定
の
場
合
と
同
様
に
そ
の
用
例
は
少
な
い
。
次
に
掲
げ
る
の
が
そ
の
全
例

で
あ
る
。

O
「
（
略
）
」
ト
恩
へ
ト
、
サ
リ
ト
テ
サ
リ
ト
テ
、

祖
ノ
許
二
帰
イ
カ
テ
有
へ
キ
ナ
ラ
ネ
ハ
　
（
『
打
開
』
紺
）

O
「
（
略
）
ヤ
ウ
〈
又
ヨ
ミ
カ
ヘ
リ
テ
、
夜
ハ
サ
リ
ト
モ
ス
コ
シ
モ
ヤ
ヤ
ス
ム
ト
ヲ
モ
ヒ
ハ

ヘ
ル
こ
　
（
略
）
」
　
（
『
法
華
』
オ
2
9
9
）

シ
ン

○
ワ
カ
イ
フ
ト
コ
ロ
モ
信
ヲ
一
念
ニ
ト
リ
テ
念
ス
へ
キ
ナ
リ
、
河
刺
リ
l
日
刊
マ
タ
念
ス
へ
カ
ラ
ス
ト

ハ
イ
バ
ス
ト
イ
フ
（
『
西
方
』
下
本
一
三

五
）

《
カ
カ
レ
ド
モ
・
サ
レ
ド
・
サ
レ
ド
モ
・
サ
リ
ケ
レ
ド
モ
・
シ
カ
レ
ド
モ
・
シ
カ
リ
ト
イ
へ
ド
モ
》

カ
カ
レ
ド
モ
は
打
開
集
に
次
の
一
例
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

○
病
人
ト
答
テ
云
、
「
（
略
）
父
母
モ
シ
ワ
ヒ
テ
、
カ
ク
フ
カ
キ
山
二
捨
テ
、
去
ニ
タ
ル
ナ
リ
。
カ
ゝ
レ
ト
モ
、
寿
ハ
限
ア
リ
ケ
レ
ハ
、
カ
、

ル
イ
ミ
シ
キ
病
ヲ
ス
レ
ト
モ
、
死
モ
ヤ
ラ
天
ア
ル
ナ
リ
」
（
m
）

サ
レ
ド
あ
る
い
は
サ
レ
ド
モ
は
打
開
集
・
宝
物
集
・
方
丈
記
・
法
華
百
座
間
書
抄
・
却
療
忘
記
・
新
楽
府
注
・
西
方
指
南
抄
に
用
い
ら
れ

て
い
る
が
、
宝
物
集
の
サ
レ
ド
モ
多
用
（
六
例
）
が
目
立
つ
他
は
、
用
例
も
僅
か
で
あ
る
。

○
聖
徳
太
子
ハ
是
救
世
観
音
之
垂
跡
ナ
リ
、
サ
レ
ト
モ
守
ヤ
ノ
大
臣
カ

サ
リ
ケ
レ
ド
モ
は
新
楽
府
注
に
次
の
一
例
が
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

ク
ヒ
ヲ
キ
リ
給
キ
　
（
『
宝
物
』
似
）

○
サ
リ
ケ
レ
ト

モ
大
臣
公
卿
モ
更
l
義
和
ル
事
モ
非
サ
リ
ケ
レ

ア
レ
ニ
ケ
り

ハ
禁
中
悉
夕
荒
　
（
4
1
9
／
5
）

シ
カ
レ
ド
モ
は
三
宝
絵
詞
・
三
教
指
帰
注
・
却
癒
忘
記
・
新
楽
府
注
・
西
方
指
南
抄
の
五
文
献
に
見
ら
れ
る
が
、
三
宝
絵
詞
・
三
教
指
帰

注
の
二
文
献
は
右
の
諸
形
の
う
ち
シ
カ
レ
ド
モ
の
み
を
用
い
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
文
献
の
文
体
の
硬
さ
が
こ
こ
に
も
認
め
ら
れ
る
。

○
原
ハ
此
木
ヲ
モ
チ
テ
十
一
面
観
音
ニ
ッ
ク
リ
タ
テ
マ
ツ
ラ
ム
ト
、
シ
カ
レ
ト
モ

（
『
三
宝
』
下
4
7
ウ
1
）

院
政
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
片
仮
名
文
の
接
続
詞

ユ
ク
へ
キ
タ
ヨ
リ
ナ
ク
シ
テ
空
ク
モ
ト
ノ
里
二
帰
ヌ

一
〇
七



鎌
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一
〇
八

〇
形
ハ
女
似
こ
テ
長
七
八
尺
許
ア
リ
極
テ
ヲ
ロ
カ
ナ
ル
者
也
、
刻
＝
可
人
ノ
事
ヲ
七
代
マ
テ
知
ル
　
（
『
三
教
』
二
十
八
オ
5
）

シ
カ
リ
ト
イ
ヘ
ド
を
用
い
る
文
献
は
僅
か
で
、
三
教
指
帰
注
と
西
方
指
南
抄
の
二
文
献
に
の
み
見
ら
れ
る
。

○
阿
閣
世
王
、
百
石
油
ヲ
以
テ
仏
前
二
参
マ
ウ
テ
万
燈
ヲ
ト
モ
ス
事
有
リ
キ
、
貧
女
見
テ
発
心
ス
、
然
ト
云
ヘ
ト
モ
不
階
こ
シ
テ
カ
ナ
ハ
ス
（
『
三
教
』

三
十
三
オ
1
）

イ

ワ

ウ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ー

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヶ

ゥ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ン

○
カ
ル
カ
ユ
ヘ
ニ
易
往
ト
イ
フ
、
シ
カ
リ
ト
イ
ヱ
ト
モ
コ
ノ
教
ニ
ア
フ
モ
ノ
ハ
カ
タ
ク
、
マ
タ
オ
ノ
ツ
カ
ラ
キ
ク
ト
イ
ヱ
ト
モ
信
ス
ル
事

カ
タ
キ
カ
ユ
ヘ
こ
　
（
『
西
方
』
下
末
一
五
一
）

《
シ
カ
ル
ニ
・
シ
カ
ル
ヲ
》

こ
れ
ら
は
宝
物
集
・
却
療
忘
記
を
除
く
八
文
献
で
両
形
併
用
か
い
ず
れ
か
一
方
の
語
形
が
用
い
ら
れ
て
い
て
、
用
例
数
も
多
い
も
の
で
あ
（12）

る
。
シ
カ
ル
こ
は
漢
文
訓
読
語
の
場
で
は
「
必
ず
し
も
順
説
・
逆
説
の
別
な
く
、
只
上
を
承
け
て
下
を
起
す
も
の
で
あ
る
」
と
い
わ
れ
る
。

ま
た
、
三
教
指
帰
注
の
シ
カ
ル
こ
の
用
法
に
つ
い
て
考
察
さ
れ
た
佐
々
木
氏
は
、
三
教
指
帰
注
で
は
逆
接
の
用
法
が
稀
で
あ
る
こ
と
を
指
摘

（13）

さ
れ
、
〝
三
教
指
帰
注
の
時
代
性
を
考
究
す
る
上
で
一
つ
の
手
懸
か
り
を
提
供
す
る
″
と
の
見
通
し
を
示
し
て
い
ら
れ
る
。
本
稿
の
調
査
文
献

で
の
シ
カ
ル
こ
の
用
法
を
見
る
に
、
次
に
掲
げ
る
例
の
よ
う
に
、
一
つ
に
は
、
前
文
の
叙
述
か
ら
予
想
さ
れ
る
の
と
は
異
な
る
事
態
の
展
開

を
述
べ
る
文
を
導
く
逆
態
の
用
法
（
こ
れ
を
1
類
と
す
る
）
が
あ
る
。

○
明
年
秋
、
唐
人
来
付
テ
消
息
ヲ
奉
大
師
許
。
其
状
云
「
去
年
四
月
某
日
、
青
龍
寺
金
堂
火
付
キ
。
困
司
日
本
方
ヨ
リ
雨
風
頓
吹
テ
火
消
。
」

シ シ
カ カ

レヽ′′
レl・ノ

ヲ
′
こ

1 3 2 2 聞打

0 1
⊥
0 1 物宝

0 1 ／ ／ 丈方

1 2 ／ ／ 華法

／ ／ 71 3 教三

0 2 ／ ／ 吉光

0 4 3 3 楽新

4 4 91 71 方西

6 91 14 62 計

（
『
打
開
』
．
2
9
3
）

○
異
国
ノ
l
王
合
戦
ヲ
ヲ
コ
シ
テ
是
王
ヲ
打
ト
ス
、
依
是
ヲ
防
力
為
二
国

ノ
官
兵
ヲ
モ
ヨ
ヲ
ス
、
雪
国
ノ
官
兵
不
参
シ
テ
ア
リ
（
『
三
教
』
四
十
オ

6
）ヘ
ン

チ

　

　

　

　

　

シ

ヤ

ウ

　

　

カ

イ

シ

　

　

　

カ

イ

○
遠
地
ニ
ハ
五
人
ヲ
請
シ
テ
戒
師
ト
シ
テ
戒
オ
ハ
ウ
ク
ル
ナ
リ
、
叫
刺



チ
カ
イ
　
ソ
ウ
ヰ
チ
ニ
ン

当
l
コ
ノ
コ
ロ
バ
持
戒
ノ
僧
一
人
モ
ト
メ
イ
タ
サ
ム
こ
エ
カ
タ
キ
ナ
リ
（
『
西
方
』
上
本
五
十
九
）

こ
れ
に
対
し
て
、
前
文
と
後
文
と
の
間
に
…
類
の
よ
う
な
因
果
性
を
明
確
に
L
が
た
い
も
の
が
あ
る
。
（
こ
れ
を
‥
1
1
類
と
す
る
。
）

○
コ
ー
こ
、
王
ノ
オ
應
ス
様
、
「
我
ム
ス
メ
、
タ
二
人
ア
リ
。
形
天
女
ノ
コ
ト
シ
。
カ
ナ
シ
マ
ル
～
事
限
り
売
シ
。
～
カ
ル
こ
、
此
聖
、

イ
ミ
シ
ク
止
事
元
キ
貴
キ
聖
ナ
リ
。
コ
ノ
ム
ス
メ
ア
ハ
セ
テ
、
タ
ネ
ヲ
ト
ラ
ム
（
略
）
」
（
『
打
開
』
1
5
6
）

○
其
寺
ノ
ホ
ト
リ
ニ
漁
翁
ア
リ
、
ワ
カ
タ
ヨ
リ
老
二
及
マ
テ
魚
ト
ル
ヲ
事
ト
シ
テ
、
又
コ
ト
事
ナ
シ
、
習
l
俄
。
家
ノ
カ
キ
中
桑
ノ
中
。
ハ

ヒ
マ
ロ
ヒ
テ
コ
ヱ
ヲ
ア
ケ
テ
ヨ
ヒ
ハ
ナ
キ
テ
云
（
『
三
宝
』
中
2
6
オ
4
）

○
是
ノ
人
、
謡
ヲ
好
シ
人
也
。
刻
∃
尚
唐
国
主
司
成
テ
下
レ
リ
キ
、
困
⇒
人
民
、
皆
、
国
司
好
物
ナ
レ
ハ
皆
謡
ヲ
好
故
。
上
下
洛
人
謡
好
力
故

二
変
ト
ハ
云
也
。
（
『
三
教
』
十
オ
3
）

○
シ
カ
レ

シ

ヤ

ウ

ト

　

　

　

　

　

　

　

　

シ

ユ

　

ソ

シ

ハ
イ
マ
浄
土
ヲ
ネ
カ
ハ
ム
人
ソ
ノ
宗
ノ
祖
師
ヲ
マ
ナ
フ
へ
キ
ナ
リ
、
河
対
面

シ
　
シ
サ
ウ
シ
ョ
ウ
　
ブ
タ
ツ
　
セ
チ

ニ
浄
土
宗
ノ
資
師
相
承
二
二
ノ
説
ア
リ
（
『
西
方
』

上
末
四
七
）

シ
カ
ル
ヲ
に
つ
い
て
も
、
そ
の
用
法
は
シ
カ
ル
こ
と
同
様
に
i
類
と
‥
1
1
類
と
に
分
け
ら
れ
る
。

〔
i
類
〕

O
「
初
夜
後
夜
ノ
鐘
ヲ
付
テ
行
ス
ル
事
也
。
鍋
可
、
此
寺
ノ
鐘
、
鬼
タ
メ
ニ
サ
マ
タ
ケ
ラ
レ
テ
久
ウ
不
付
。
（
略
）
」
（
『
打
開
』
塑

○
大
連
弓
削
守
屋
中
臣
ノ
勝
海
王
ト
ゝ
モ
ニ
奏
シ
テ
申
サ
ク
「
我
国
ハ
モ
ト
ヨ
リ
神
ヲ
ノ
ミ
ア
カ
メ
タ
テ
マ
ツ
ル
、
珂
列
1
蘇
我
大
臣
仏
法

ト
イ
フ
コ
ト
ヲ
タ
ウ
ト
ヒ
ウ
ヤ
マ
フ
　
（
略
）
」
　
（
『
三
宝
』
中
7
オ
7
）

○
ウ
タ
テ
キ
事
ニ
ハ
候
ト
モ
、
析
跡
魔
ノ
ク
ル
シ
ミ
ト
申
テ
、
身
ヲ
一
々
ニ
サ
キ
ク
タ
ク
ゝ
ル
シ
ミ
ノ
候
也
。
シ
カ
ル
ヲ
、
善
知
識
ニ
ア
ヒ
テ
、

念
仏
ヲ
吉
ク
ス
ゝ
ム
ル
時
キ
こ
、
此
ク
ル
シ
ミ
モ
ト
マ
リ
、
地
獄
ノ
ム
カ
へ
モ
去
ル
事
ニ
テ
候
也
。
（
『
法
華
』
ウ
型

○
タ
ゝ
首
導
ノ
釈
ニ
ッ
キ
テ
一
向
専
修
ノ
念
仏
門
ニ
イ
ル
へ
キ
ナ
リ
、
シ
カ
ル
ヲ

リ
カ
タ
シ
　
（
『
西
方
』
下
末
〓
）

院
政
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
片
仮
名
文
の
接
続
詞

セ
ン
タ
ウ
　
シ
ヤ
ク
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
ウ
セ
ン
シ
ユ
　
　
　
　
　
モ
ン

カ

ウ

　

シ

ン

　

　

　

　

　

　

　

モ

ン

一
向
ノ
信
ヲ
イ
タ
シ
テ
ソ
ノ
門
ニ
イ
ル
人
キ
ワ
メ
テ
ア

一
〇
九
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〔
‥
u
類
〕

○
昔
、
天
竺
二
仏
ノ
仰
利
天
二
昇
給
ル
程
、
優
顛
王
ノ
恋
奉
リ
テ
、
栴
壇
ノ
木
ヲ
以
テ
造
奉
り
給
ル
仏
オ
ハ
シ
マ
ス
。

一

一

〇

シ
カ
ル
ヲ
、
仏
浬
襲

ニ
大
給
テ
後
こ
、
此
栴
壇
之
仏
ヲ
世
コ
ソ
リ
テ
貴
テ
仕
ッ
ル
程
ニ
（
『
打
開
』
描
）

O
「
コ
ノ
仏
ハ
ミ
ナ
汝
ヨ
ミ
タ
テ
マ
ツ
ル
ト
コ
ロ
ノ
法
花
経
ノ
文
字
ニ
マ
シ
マ
ス
。
困
可
、
汝
チ
極
楽
ヲ
ネ
カ
フ
ニ
ヨ
リ
テ
コ
ゝ
こ
キ
タ

レ
リ
。
（
略
）
」
　
（
『
法
華
』
オ
Ⅲ
）

（14）

さ
て
、
シ
カ
ル
こ
と
シ
カ
ル
ヲ
と
の
そ
れ
ぞ
れ
に
つ
い
て
i
と
‥
1
1
の
用
例
数
を
纏
め
る
と
前
掲
の
表
Ⅲ
の
よ
う
に
な
る
。

こ
の
表
に
よ
っ
て
、
シ
カ
ル
ヲ
は
殆
ど
が
i
の
逆
態
用
法
で
あ
る
の
に
対
し
て
、
シ
カ
ル
ニ
は
‥
n
の
用
例
が
…
の
用
例
を
上
回
っ
て
お
り
、

シ
カ
ル
こ
と
シ
カ
ル
ヲ
と
で
は
、
そ
の
意
味
に
微
妙
な
差
異
の
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
但
し
、
シ
カ
ル
こ
の
1
・
‥
u
の
用
法
の
時
代
的
偏

り
は
こ
の
表
か
ら
は
判
然
と
せ
ず
、
更
に
調
査
文
献
を
広
げ
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

な
お
、
シ
カ
ル
こ
と
シ
カ
ル
ヲ
と
を
文
体
差
と
い
う
観
点
か
ら
見
る
に
、
三
教
指
帰
注
は
シ
カ
ル
こ
専
用
で
あ
り
、
西
方
指
南
抄
は
シ
カ

ル
こ
の
方
を
多
用
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
シ
カ
ル
こ
の
方
が
シ
カ
ル
ヲ
よ
り
も
硬
い
文
体
に
お
い
て
用
い
る
接
続
詞
と
も
見
ら
れ
る
が
、
意

味
と
の
関
わ
り
も
あ
っ
て
問
題
が
残
る
。

《
サ
リ
ナ
ガ
ラ
》

サ
リ
ナ
ガ
ラ
は
西
方
指
南
抄
に
二
例
（
〔
消
息
〕
と
〔
行
状
〕
と
に
各
一
例
）
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

シ
ャ
ウ
ケ
ウ

○
聖
教
ノ
コ

～
ロ
ヲ
タ
ニ
モ
一
年
二
年
ナ
ト
ニ
テ
ハ
申
ツ
ク
ス
へ
ク
モ
オ
ホ
エ
候
ハ
ス
、
サ
リ
ナ
カ
ラ
オ
ホ
セ
タ
マ
バ
リ
タ
ル
コ
ト
ナ
レ

マ
ア
シ

ハ
申
ノ
へ
候
へ
シ
．
（
中
末
八
十
）

《
シ
カ
シ
》

三
教
指
帰
注
に
次
の
一
例
が
あ
る
。

○
日
蓮
仏
勅
ヲ
蒙
テ
万
燈
ヲ
ケ
シ
ヲ
バ
ン
ヌ
、
鍋
可
貧
女
一
燈
パ
ケ
シ
エ
ス
（
三
十
三
オ
7
）



（15）

こ
の
「
然
シ
」
は
既
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
逆
説
の
接
続
詞
で
あ
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
し
か
し
現
代
語
の
シ
カ
シ
に
繋
が
る
も

の
と
考
え
る
に
は
あ
ま
り
に
早
い
例
で
あ
り
、
孤
例
で
も
あ
る
の
で
疑
問
例
と
す
べ
き
か
と
思
わ
れ
る
。

四
、
結
び
に
か
え
て

以
上
本
稿
で
は
、
院
政
鎌
倉
時
代
の
十
点
の
片
仮
名
文
資
料
に
用
い
ら
れ
て
い
る
接
続
詞
（
条
件
の
接
続
詞
）
に
つ
い
て
そ
の
意
味
・
用
法

を
考
察
し
た
。

文
献
毎
の
異
な
り
語
数
は
、
西
方
指
南
抄
を
別
に
す
れ
ば
、
頭
著
な
差
異
は
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
、
和
文
系
接
続
詞
と
漢
文
訓
読
系
接

続
詞
と
の
比
率
で
は
文
献
に
よ
っ
て
大
き
な
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
〔
説
話
〕
で
あ
っ
て
も
三
宝
絵
詞
は
漢
文
訓
読
系
接
続
詞
を
多
用
し
、
宝

物
集
は
和
文
系
接
続
詞
を
多
用
し
い
て
い
る
三
教
指
帰
注
は
漢
文
訓
読
系
接
続
詞
を
多
用
す
る
文
献
と
し
て
特
異
性
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

新
楽
府
注
は
〔
注
釈
〕
と
は
い
え
、
接
続
詞
の
用
法
か
ら
み
れ
ば
〔
説
話
〕
に
近
い
様
相
を
示
し
て
い
る
。
西
方
指
南
抄
は
接
続
詞
語
彙
の

多
彩
さ
に
お
い
て
注
目
す
べ
き
文
献
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
の
語
形
・
用
法
に
お
い
て
も
新
し
さ
を
見
せ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
。
し
か
し
、
個
々

の
接
続
詞
の
意
味
・
用
法
を
時
代
差
と
い
う
点
か
ら
見
る
と
、
本
稿
で
取
り
上
げ
た
院
政
鎌
倉
時
代
の
文
献
に
お
い
て
は
、
変
化
と
い
う
も

の
は
殆
ど
の
接
続
詞
に
お
い
て
認
め
ら
れ
な
い
と
い
う
の
が
実
態
の
よ
う
で
あ
る
。

本
稿
は
僅
か
十
点
の
片
仮
名
文
資
料
に
つ
い
て
の
考
察
に
止
ま
っ
た
。
中
世
の
接
続
詞
の
発
達
を
跡
付
け
る
た
め
に
、
次
に
は
〔
軍
記
物
〕

な
ど
に
目
を
広
げ
て
ゆ
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。

注

（
l
）
　
山
田
孝
雄
『
日
本
文
法
論
』
。
永
山
勇
「
接
続
詞
の
誕
生
と
発
達
」
（
月
刊
『
文
法
』
昭
和
聖
1
0
）
。
京
極
興
∵
松
井
栄
一
「
接
続
詞
の
変
遷
」

（
冒
m
詞
別
日
本
文
法
講
座
6
』
昭
和
4
8
・
5
）
な
ど
。

院
政
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
片
仮
名
文
の
接
続
詞



鎌
　
倉
　
時
　
代
　
語
　
研
　
究
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
二

（
2
）
　
注
（
1
）
京
極
・
松
井
論
文
。
半
田
貴
子
・
秦
啓
子
・
石
田
知
子
「
院
政
期
に
お
け
る
接
続
詞
の
文
体
論
的
考
察
」
（
『
大
谷
女
子
大
国
文
』
1
4
昭
和

5
9
・
3
）

（
3
）
　
文
献
の
類
別
で
は
築
島
裕
博
士
の
「
鎌
倉
時
代
の
言
語
体
系
に
つ
い
て
」
（
『
国
語
と
国
文
学
』
昭
和
4
9
・
4
）
を
参
照
し
た
。

本
稿
の
調
査
に
用
い
た
底
本
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
①
東
辻
保
和
編
『
打
開
集
の
研
究
と
総
索
引
』
、
②
古
典
保
存
会
複
製
本
及
び
馬
淵
和
夫
編

『
三
宝
絵
詞
自
立
語
索
引
』
、
③
古
典
保
存
会
複
製
本
、
④
古
典
保
存
会
複
本
及
び
青
木
伶
子
編
『
広
本
略
本
方
丈
記
総
索
引
』
、
⑤
小
林
芳
規
編
『
法

華
百
座
間
書
抄
総
索
引
』
、
⑥
築
島
裕
・
小
林
芳
規
編
『
中
山
法
華
経
寺
蔵
本
三
教
指
帰
注
総
索
引
及
び
研
究
』
、
⑦
⑧
『
高
山
寺
資
料
叢
書
』
第
七

冊
所
収
の
本
文
及
び
総
索
引
、
⑨
太
田
次
男
「
真
福
寺
蔵
新
楽
府
注
と
鎌
倉
時
代
の
文
集
受
容
に
つ
い
て
－
付
・
新
楽
府
注
粛
印
－
」
（
『
斯
道
文
庫

論
集
』
第
7
輯
）
、
⑯
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
第
五
・
六
巻
複
製
。

①
～
⑨
の
文
献
の
国
語
史
料
と
し
て
の
分
析
と
価
値
に
つ
い
て
は
小
林
芳
規
博
士
の
「
中
世
片
仮
名
文
の
国
語
史
的
研
究
」
（
『
広
島
大
学
文
学
部
紀

要
』
昭
和
4
6
・
3
）
　
に
詳
細
に
説
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
4
）
　
な
お
、
次
の
二
語
は
保
留
し
た
。

○
今
来
モ
外
力
可
⇒
明
星
来
云
l
　
（
『
三
教
』
三
ウ
6
）

『
中
山
法
華
経
寺
蔵
本
三
教
指
帰
注
総
索
引
及
び
研
究
』
の
本
文
注
に
「
「
ユ
フ
」
（
夕
）
の
音
転
靴
か
。
ま
た
は
、
「
上
」
の
誤
写
か
。
こ
の
文
献

で
は
、
「
ソ
ノ
ユ
ヱ
こ
」
の
例
は
他
に
な
い
。
し
か
し
、
「
ソ
ノ
ユ
ヱ
ニ
」
の
ヱ
脱
と
も
考
え
ら
れ
る
」
と
さ
れ
て
い
る
。

○
此
故
二
カ
ナ
シ
フ
へ
シ
、
丸
l
コ
l
尺
尊
ハ
コ
レ
ヲ
福
田
ト
ゝ
キ
給
ヒ
　
（
三
宝
』
下
5
6
オ
8
）

と
あ
る
「
ス
ヘ
l
こ
を
『
三
宝
絵
詞
自
立
語
索
引
』
　
で
は
「
ソ
ヱ
ニ
」
　
の
誤
字
と
し
て
扱
っ
て
い
る
。

な
お
、
副
詞
の
サ
テ
が
光
言
句
義
釈
聴
集
記
に
三
例
、
西
方
指
南
抄
に
一
例
あ
る
。
ま
た
、
カ
ウ
チ
が
打
開
集
に
一
例
、
カ
タ
ノ
ゴ
ト
ク
シ
テ
が

三
宝
絵
詞
・
却
療
忘
記
・
西
方
指
南
抄
に
一
例
ず
つ
見
ら
れ
る
が
い
ず
れ
も
接
続
詞
と
し
て
の
用
法
で
は
な
い
の
で
除
外
し
た
。

（
5
）
　
『
親
鸞
聖
人
真
蹟
集
成
』
六
巻
、
平
松
令
二
氏
解
説
。

（
6
）
　
こ
の
「
然
ハ
」
は
注
（
3
）
総
索
引
で
は
シ
カ
ラ
バ
と
シ
カ
レ
バ
の
両
方
の
見
出
し
語
に
収
め
て
訓
み
を
保
留
し
て
い
る
。
文
意
は
仮
定
で
あ
る
の

で
シ
カ
ラ
バ
と
し
て
扱
っ
た
。

（
7
）
　
「
国
語
史
研
究
資
料
と
し
て
の
法
華
百
座
間
書
抄
」
（
『
法
華
百
座
間
書
抄
総
索
引
』
所
収
）
。
ま
た
、
「
法
華
百
座
間
書
抄
の
こ
と
ど
も
ー
付
、
「
サ



ル
デ
ハ
私
語
」
考
－
」
（
『
汲
古
』
第
1
2
号
　
昭
和
6
2
・
1
2
）
　
で
再
論
し
て
お
ら
れ
る
。

（
8
）
　
『
漢
文
訓
読
に
よ
り
て
伝
へ
ら
れ
た
る
語
法
』
。

（
9
）
　
鈴
木
博
氏
は
室
町
時
代
の
「
故
l
こ
は
仮
名
書
き
例
の
確
例
が
無
い
以
上
「
ユ
ヱ
l
こ
で
は
な
く
、
「
カ
ル
ガ
ユ
ヱ
ニ
」
を
表
記
し
た
も
の
と
す

べ
き
で
あ
る
と
説
か
れ
る
（
「
明
応
八
年
円
秀
写
日
本
精
神
根
源
集
（
翻
刻
）
」
『
滋
賀
大
紀
要
』
昭
和
4
9
・
3
）
。

な
お
、
月
刊
『
文
法
』
第
二
巻
第
十
二
号
所
収
、
「
接
続
詞
小
辞
典
」
の
「
ゆ
ゑ
に
」
の
項
に
は
、
日
蓮
遺
文
に
ユ
ヱ
こ
の
仮
名
書
き
例
が
見
ら

れ
る
よ
う
な
記
述
に
な
っ
て
い
る
が
、
そ
れ
も
次
の
よ
う
に
漢
字
表
記
で
あ
る
。

○
世
間
の
浅
事
に
は
身
命
を
矢
へ
と
も
、
大
事
の
仏
法
な
ん
と
に
は
捨
る
事
難
し
。
醜
吋
仏
に
な
る
人
も
な
か
る
へ
し
。
（
佐
渡
御
書
　
文
永
九
・

三
二
一
十
『
鎌
倉
遺
文
』
第
十
四
巻
に
よ
る
）

（
1
0
）
　
「
中
山
法
華
経
寺
本
三
教
帰
注
に
於
け
る
文
頭
の
表
現
法
」
（
『
中
山
法
華
経
寺
蔵
本
三
教
指
帰
注
総
索
引
及
び
研
究
』
所
収
）
。

（
1
1
）
　
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』
九
一
九
貢
。

（
1
2
）
　
春
日
政
治
『
金
光
明
最
勝
王
経
古
点
の
国
語
学
的
研
究
』
一
七
三
貢
。

（
1
3
）
　
注
（
1
0
）
論
文
。

（
1
4
）
　
新
楽
府
注
に
は
、
他
に
「
而
」
の
後
に
一
字
破
損
が
あ
っ
て
シ
カ
ル
こ
か
シ
カ
ル
ヲ
か
不
明
の
例
が
一
例
（
4
1
4
／
④
）
が
あ
り
、
こ
れ
を
除
外
し

て
い
る
。
ま
た
、
光
言
句
義
釈
聴
集
記
・
西
方
指
南
抄
は
そ
の
内
容
の
理
解
に
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
て
、
こ
の
数
値
は
必
ず
し
も
厳
密
と

は
言
い
難
い
が
、
大
勢
は
変
わ
ら
な
い
で
あ
ろ
う
と
思
わ
れ
る
。

（
1
5
）
　
注
（
1
0
）
論
文
。

〔
付
記
〕
本
稿
を
成
す
に
あ
た
っ
て
、
小
林
芳
規
先
生
・
佐
々
木
峻
氏
の
御
指
導
を
賜
っ
た
。
記
し
て
厚
く
御
礼
を
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。

院
政
鎌
倉
時
代
に
お
け
る
片
仮
名
文
の
接
続
詞




